
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
キノンジアジド化合物とアルカリ可溶性共重合体を主剤として成る感光性組成物において
、上記アルカリ可溶性共重合体が、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）マレイミドまたはＮ
－（ｐ－カルボキシフェニル）マレイミド３０～６０重量％、アクリロニトリル１０～５
０重量％、Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）マレイミドおよび／またはＮ－（ｐ－
アミノスルホニルフェニル）メタクリルアミド１～４０重量％の範囲内で共重合した共重
合体であることを特徴とする感光性組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ポジ型感光性印刷版に適する感光性組成物に関し、更に詳しくは、高耐刷性で
しかも耐薬品性に優れ、かつ現象許容性が改善されたポジ型感光性印刷版に適する感光性
組成物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ポジ型感光性印刷版の感光層には、キノンジアジド化合物とノボラック樹脂からな
る組成物が用いられている。しかし、主体として用いられているノボラック樹脂は、皮膜
が脆く、耐衝撃性が乏しく、支持体に対する密着性も悪いため、耐刷力が十分でないとい
う問題がある。さらに、印刷の際に使用される種々の処理薬品、例えば湿し水に含まれる
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イソプロピルアルコール、あるいはプレートクリーナーやインキ洗浄液などによって侵さ
れやすく、特にＵＶインキを使用すると耐刷力が極めて不十分であるなどの問題がある。
【０００３】
このような問題を解決するために、ノボラック樹脂に代わる種々の高分子重合体が検討さ
れている。例えば、特開昭６２－２７９３２７号では、フェノール性水酸基を有するビニ
ル系重合体、あるいは特開平２－８６６号では、スルホンアミド基を有するアルカリ可溶
性高分子化合物などが提案されている。しかし、これらの高分子重合体を用いた感光性印
刷版においても、ＵＶインキを使用する場合の耐刷性を十分に満足することができず、ま
た、感度が低く、適性な現象条件の範囲も狭いというような問題があった。
【０００４】
このような問題を解消すべく、本発明者らは、先に特開平５－８８３６９号あるいは特開
平７－１３３２９号において、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）マレイミドやＮ－（ｐ－
カルボキシフェノル）マレイミドを主体とする共重合体を提案したが、これらを用いた感
光性印刷版は、耐溶剤性あるいは耐刷性において、今一つ満足できるものではなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、キノンジアジド化合物と特定の共重合体を用いることにより、
薬品性、特に耐溶剤性が極めて良好であり、ＵＶインキ印刷でも優れた耐刷性を有し、ま
た、現像能力が低下した現像液で現像する場合のようなアンダー現像においても、汚れの
少ない感光性印刷版に適する感光性組成物を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
すなわち本発明は、キノンジアジド化合物とアルカリ可溶性共重合体を主剤として成る感
光性組成物において、上記アルカリ可溶性共重合体が、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）
マレイミド又はＮ－（ｐ－カルボキシフェニル）マレイミド３０～６０重量％、アクリロ
ニトリル１０～５０重量％、Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）マレイミドおよび／
又はＮ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）メタクリルアミド１～４０重量％の範囲内で
共重合した共重体であることを特徴とする感光性組成物を提供するものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明で用いるキノンジアジド化合物としては、たとえば、ナフトキノン－１，２－ジア
ジド－５－スルホニルクロライドまたはナフトキノン－１，２－ジアジド－４－スルホニ
ルクロライドとフェノール性水酸基を有する化合物とのエステル化合物が挙げられる。
【０００８】
上記フェノール性水酸基を有する化合物としては、フェノール、ｏ－クレゾール、ｍ－ク
レゾール、ｐ－クレゾール、ｐ－ｔ－ブチルフェノール、カテコール、レゾルシノール、
ハイドロキノン、ピロガロール、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＳ、（多価）ヒドロ
キシベンゾフェノン、またはこれらのフェノール類とアルデヒドもしくはケトンとの重縮
合樹脂などを用いることができる。
【０００９】
上記重縮合樹脂の好ましい例としては、フェノール・ホルムアルデヒド樹脂、ｏ－クレゾ
ール・ホルムアルデヒド樹脂、ｍ－クレゾール・ホルムアルデヒド樹脂、ｐ－クレゾール
・ホルムアルデヒド樹脂、ｔ－ブチルフェノール・ホルムアルデヒド樹脂、ビスフェノー
ルＡ・ホルムアルデヒド樹脂、ビスフェノールＳ・ホルムアルデヒド樹脂、ピロガロール
・ホルムアルデヒド樹脂、ピロガロール・アセトン樹脂、（多価）ヒドロキシベンゾフェ
ノン・ホルムアルデヒド樹脂など挙げられる。
【００１０】
ナフトキノンジアジド化合物とフェノール性水酸基を有する化合物とのエステル化合物、
すなわち本発明で用いるキノンジアジド化合物は、従来公知の合成方法により合成するこ
とができる。例えば、溶媒として、ジオキサン、アセトンなどを用い、これにナフトキノ
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ンジアジドスルホニルクロライドとフェノール性水酸基を有する化合物を投入し、炭酸ソ
ーダ、炭酸水素ナトリウム、トリエチルアミンなどのアルカリを当量点まで滴下し、エス
テル化することにより合成できる。
【００１１】
本発明の感光性組成物を感光層にした場合に、本発明で用いるキノンジアジド化合物の感
光層中の含有量は、１０～６０重量％であり、好ましくは１５～５０重量％である。１０
重量％未満では、現像中、画像が消滅するなど現像ラチチュード（現像幅）が悪くなり、
６０重量％をこえると感度が遅くなるので好ましくない。
【００１２】
本発明において使用されるアルカリ可溶性共重合体は、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）
マレイミドまたはＮ－（ｐ－カルボキシフェニル）マレイミド、アクリロニトリル、Ｎ－
（ｐ－アミノスルホニルフェニル）マレイミドおよび／またはＮ－（ｐ－アミノスルホニ
ルフェニル）メタクリルアミドなどのモノマーを共重合して得られる共重体であり、これ
らの成分に必要に応じて重合可能な不飽和結合基を有する他のモノマーを少量加え、公知
の重合開始剤を用いて適当な溶媒中で重合することによって得られる。
【００１３】
上記共重体におけるＮ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）マレイミド又はＮ－（ｐ－カルボキ
シフェニル）マレイミドの配合割合は、３０～６０重量％であり、好ましくは３５～５５
重量％である。３０重量％未満では感度が遅くなり、現像液として用いるアルカリ水溶液
に溶解しにくくなる。６０重量％をこえると、逆に、アルカリ水溶液（現像液）に過剰に
溶けやすくなり、良好な画像が得られにくくなる。
【００１４】
アクリロニトリルの配合割合は、１０～５０重量％、好ましくは１５～４５重量％である
。１０重量％未満では耐溶剤性が悪くなり、５０重量％をこえるとアルカリ現像液に溶け
ずらくなる。
【００１５】
Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）マレイミドおよび／又はＮ－（ｐ－アミノスルホ
ニルフェニル）メタクリルアミドの配合割合は、１～４０重量％、好ましくは３～３０重
量％である。１重量％未満では耐溶剤性が悪くなり、４０重量％をこえるとアルカリ現像
液に過剰に溶けやすくなり、良好な画像が得られずらくなる。
【００１６】
以上の成分に、必要に応じて重合可能な不飽和結合基を有する他のモノマーを加えること
ができる。添加量としては、１～４０重量％である。これらのモノマーを加えることによ
り、現像ラチチュードが向上する等の効果を得られる。
必要に応じて加えられる共重合可能な他のモノマーとしては、芳香族水酸基を有するモノ
マー、脂肪族水酸基を有するモノマー、α，β－不飽和カルボン酸、（置換）アルキルア
クリレート、（置換）アルキルメタクリレート、アクリルアミドまたはメタクリルアミド
類等が挙げられる。
芳香族水酸基を有するモノマーとしては、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）アクリルアミ
ド、Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）メタクリルアミド、ｐ－イソプロペニルフェノール
、ｏ－ヒドロキシスチレン、ｍ－ヒドロキシスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレン、ｏ－ヒ
ドロキシフェニルアクリレート、ｍ－ヒドロキシフェニルアクリレート、ｐ－ヒドロキシ
フェニルアクリレート、ｏ－ヒドロキシフェニルメタクリレート、ｍ－ヒドロキシフェニ
ルメタクリレート、ｐ－ヒドロキシフェニルメタクリレートなどが挙げられる。
脂肪族水酸基を有するモノマーとしては、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒド
ロキシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、
２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルメタクリレートなどが挙げられる。
α，β－不飽和カルボン酸としては、アクリル酸、メタクリル酸、無水マレイン酸などが
ある。
（置換）アルキルアクリレートとしては、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリ
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ル酸プロピル、アクリル酸ブチル、アクリル酸アミル、アクリル酸ヘキシル、アクリル酸
オクチル、アクリル酸ラウリル、グリシジルアクリレート、ベンジルアクリレートなどが
ある。
（置換）アルキルメタクリレートとしては、メチルメタクリレート、エチルメタクリレー
ト、プロピルメタクリレート、ブチルメタクリレート、アミルメタクリレート、ベンジル
メタクリレート、フェニルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、グリシジル
メタクリレートなどがある。
アクリルアミドまたはメタクリルアミド類としては、アクリルアミド、メタクリルアミド
、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メチロールメタクリルアミド、Ｎ－エチルアクリ
ルアミド、Ｎ－ヘキシルメタクリルアミド、Ｎ－シクロヘキシルアクリルアミド、Ｎ－ヒ
ドロキシエチルアクリルアミド、Ｎ－フェニルアクリルアミドなどがある。
さらに、スチレン、クロロメチルスチレン、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカルバゾ
ール、Ｎ－ビニルピリジン、メタクリロニトリルなどが挙げられる。
【００１７】
本発明の感光性組成物を感光層にした場合に、本発明で用いるアルカリ可溶性共重合体の
含有量は、２０～８０重量％であり、好ましくは３０～７０重量％である。２０重量％未
満では耐刷性が悪くなり、８０重量％をこえると現像性が悪くなる。
【００１８】
本発明で用いる重合開始剤としては、アゾビスイソブチロニトリル、アゾビスシクロヘキ
サンカルボニトリル、過酸化ベンゾイルなどが挙げられる。添加量としては、モノマーの
全量に対して０．１～１．０重量％である。
【００１９】
本発明において、これらの重合に用いられる溶媒としては、メチルセロソルブ、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテル、ジオキサン、メチルエチルケトン、Ｎ，Ｎ－ジメチル
ホルムアミド等が挙げられる。
【００２０】
本発明の感光性組成物は、上記キノンジアジド化合物と上記アルカリ可溶性共重合体を含
有するものであるが、その他の成分として高分子化合物、染料、光酸発生剤、可塑剤、界
面活性剤などを必要に応じて含有することもできる。
【００２１】
本発明で用いる高分子化合物としては、フェノール・ホルムアルデヒド樹脂、ｏ－クレゾ
ール・ホルムアルデヒド樹脂、ｍ－クレゾール・ホルムアルデヒド樹脂、ｐ－クレゾール
・ホルムアルデヒド樹脂などのノボラック樹脂、ｔ－ブチルフェノール・ホルムアルデヒ
ド樹脂、ポリビニルフェノール樹脂、ｔ－ブチル置換ポリビニルフェノール樹脂、アルカ
リ可溶性ポリウレタン樹脂、ポリアミド樹脂、スチレン－無水マレイン酸樹脂、アクリル
樹脂などが挙げられる。
これらの高分子化合物を添加することにより、耐刷性や画像再現性が良くなる等の効果が
得られる。
これら高分子化合物の感光層中における含有量は、好ましくは０～５０重量％である。５
０重量％をこえると耐溶剤性などが悪くなる。
【００２２】
本発明の感光性組成物の着色を目的として添加する好適な染料としては、油溶性染料およ
び塩基性染料がある。具体的には、クリスタルバイオレット、マラカイドグリーン、ビク
トリアブルー、メチレンブルー、エチルバイオレット、ローダミンＢ、ビクトリアピュア
ーブルーＢＯＨ（保土ヶ谷化学工業社製）、オイルブルー６１３（オリエント化学工業社
製）、オイルグリーンなどを挙げることができる。
これら染料の感光性層中における含有量は、０．１～５．０重量％であり、好ましくは０
．５～４．０重量％である。０．１重量％未満であると、感光層の着色が不十分で画像が
見ずらくなり、５．０重量％をこえると、非画像部に染料の残さが残りやすくなるので好
ましくない。
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【００２３】
上記染料と共に、露光後直ちに可視像が得られるようにするために、光酸発生剤を加える
こともできる。かかる光酸発生剤としては、１，２－ナフトキノンジアジド－４－スルホ
ニルクロライド、２，４，６－トリ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－フェニ
ル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシフェニル
）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシナフチル
）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、９，１０－ジメトキシアント
ラセン－２－スルホン酸ヨードニウム塩、８－アニリノナフタレン－１－スルホン酸ヨー
ドニウム塩などを挙げることができる。これらの光酸発生剤の感光層中における含有量は
、０．０５～５．０重量％であり、好ましくは０．１～４．０重量％である。０．０５重
量％未満であると、可視像が明確に得られずらくなり、５．０重量％をこえると、感光液
中で析出しやすくなるので好ましくない。
【００２４】
本発明においては、さらにその他の成分として可塑剤、界面活性剤などを必要に応じて含
有することもできる。
【００２５】
本発明の感光性組成物を溶媒で溶かし、支持体上に塗布することにより、感光性印刷版を
得ることができる。この時用いる溶媒としては、メタノール、エタノール、イソプロパノ
ール、イソブタノール、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、メチルセロソルブアセテ
ート、エチルセロソルブアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノイソプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、酢酸メチル、酢酸エチル
、酢酸プロピル、酢酸ブチル、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、テトラヒ
ドロフラン、ジオキサン、アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、ジアセト
ンアルコール、γ－ブチロラクトン等が挙げられ、これらは単独あるいは混合して使用す
ることができる。
【００２６】
上記支持体としては、紙、プラスチックフィルム、あるいは銅、亜鉛、アルミニウム、ス
テンレスなどの金属板、これら金属の多層板などが挙げられ、これらのうち特にアルミニ
ウムおよびアルミニウム被覆した複合支持体が好ましい。
【００２７】
アルミニウム材の表面は、保水性を高め、感光層との密着性を向上させる目的で粗面化処
理されていることが望ましい。
【００２８】
粗面化方法としては、一般に公知のブラシ研磨、ボール研磨、電解エッチング、化学エッ
チング、液体ホーニング、サンドブラストなどの方法およびこれらの組み合わせが挙げら
れ、好ましくは、ブラシ研磨、電解エッチング、化学エッチングを組み合わせた粗面化方
法が好ましい。
【００２９】
電解エッチングの際に用いられる電解浴としては、酸、アルカリまたはそれらの塩を含む
水溶液が用いられ、これらのうちで特に塩酸、硝酸またはそれらの塩を含む電解液が好ま
しい。
さらに粗面化処理されたアルミニウム板は、必要に応じて酸またはアルカリの水溶液にて
デスマット処理される。
【００３０】
こうして得られたアルミニウム板は、陽極酸化処理されることが望ましく、特に硫酸また
はリン酸を含む浴で処理する方法が好ましい。また、さらに必要に応じて封孔処理、下引
液の被覆あるいはアルカリ金属ケイ酸水溶液への浸漬などによる表面処理を行うことがで
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きる。
【００３１】
本発明の感光性組成物に活性光線を照射するための光源としては、カーボンアーク灯、水
銀灯、メタルハライドランプ、キセノンランプ、ケミカルランプ、アルゴンレーザー、ヘ
リウム・カドミウムレーザー、エキシマレーザーなどを用いることができる。本発明の感
光性組成物を支持体上に塗布したのち、上記のような活性光線で照射し、アルカリ水溶液
で現像することにより、ポジのレリーフ像が得られる。このとき現像液として用いるアル
カリ水溶液としては、
（１）水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、
（２）弱酸の金属塩；例えばケイ酸、メタケイ酸、オルトケイ酸、リン酸、ピロリン酸、
メタリン酸、ヘキサメタリン酸、炭酸、酒石酸、ホウ酸、オクタン酸などのナトリウム塩
、カリウム塩、リチウム塩などの金属塩、
（３）アンモニウムおよびその誘導体；例えばアルキルアミン類（例えばモノメチル、ジ
メチル、トリメチル、モノエチル、ジエチル、トリエチルなどのアミン化合物）、アルカ
ノールアミン類（例えばモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールア
ミン、ジイソプロパノールアミン）、またはテトラメチルアンモニウムハイドロオキサイ
ド、
などのアルカリ性化合物の水溶液が挙げられる。
【００３２】
本発明のアルカリ可溶性共重合体は、感光剤としては、例えばｐ－ジアジゾフェニルアミ
ンとホルムアルデヒドとの縮合物の有機塩あるいは無機塩で代表されるジアゾ樹脂を用い
ることによりネガ型感光性組成物を作ることができ、また、電子写真感光層用のバインダ
ー樹脂としても使用することができる。
【００３３】
【実施例】
以下、本発明を合成例、実施例により更に詳細に説明するが、本発明はこれに限定するも
のではない。
アルカリ可溶性共重合体（ａ）～（ｆ）の合成：
攪拌機、冷却管を備えた１Ｌの四ツ口フラスコに反応溶媒としてＮ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド２００ｇと下記表１に示される各構成単位の混合物を加えた。フラスコ内を９０℃
に加温してから、アゾビスイソブチロニトリル０．４ｇを加えて、窒素ガス置換したのち
９０℃で５時間攪拌した。反応終了後、反応混合物を水１０Ｌに投入したのち、濾過、乾
燥した。
【００３４】
【表１】
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ＨＰＭＩ：Ｎ－（ｐ－ヒドロキシフェニル）マレイミド
ＣＰＭＩ：Ｎ－（ｐ－カルボキシフェニル）マレイミド
ＡＮ　　：アクリロニトリル
ＡＳＰＭＩ：Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）マレイミド
ＡＳＰＭＡ：Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）メタクリルアミド
ＭＭＡ：メチルメタクリレート
ＢＺ：ベンジルメタクリレート
【００３５】

厚さ０．２４ｍｍのアルミニウム板をよく脱脂したのち、ナイロンブラシとパーミストン
の水懸濁液を用い、その表面を砂目立てした後、よく水で洗浄した。次いで、水酸化ナト
リウム水溶液で表面をエッチングしたのち、流水で水洗し、１Ｎ％塩酸浴中で２００クー
ロン／ｄｍ 2  で電解研磨し、水洗した。その後、水酸化ナトリウム水溶液で表面を再度エ
ッチングし、水洗を行ったのち、硫酸水溶液に浸漬して、デスマットした。ひきつづいて
１０％硫酸水溶液中で陽極酸化処理を行って、２．３ｇ／ｍ 2  の酸化皮膜を形成させた。
【００３６】
次に、下記感光液〔Ａ〕の本発明の共重合体の種類を変えて、５種類の感光液〔Ａ〕－１
～〔Ａ〕－５を調製した。
さらに、下記感光液〔Ｂ〕を、本発明の共重合体（ｆ）を用いて調製した。これらの感光
液を上記アルミニウム板上に塗布し、８０℃で３０分乾燥してそれぞれの感光性平版印刷
版〔Ａ〕－１～〔Ａ〕－５および〔Ｂ〕を作成した。この時の塗布量は２．０ｇ／ｍ 2  で
あった。
なお、感光液〔Ａ〕－１～〔Ａ〕－５に用いた本発明の共重合体は表２に示した。
【００３７】
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【００３８】
次に、比較例として下記の感光液〔Ｃ〕を感光液〔Ａ〕および〔Ｂ〕と同様に塗布し、感
光性平版印刷版〔Ｃ〕を作製した。乾燥後の塗布重量は２．０ｇ／ｍ 2  であった。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３９】
感光性平版印刷板〔Ａ〕－１～５、〔Ｂ〕および〔Ｃ〕の感光層上にコダックスケールタ
ブレットＮｏ．２と線画および網点画像からなるポジフィルムを密着させ、３ＫＷの水銀
灯で焼付けた後、シルバンポジ用現像液Ｎｏ．４（岡本化学工業社製、主成分として、水
酸化カリウムとケイ酸ナトリウムおよび水からなる現像液）の１０倍希釈水溶液で２５℃
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で３０秒間浸漬現像した。
【００４０】
得られた平版印刷版〔Ａ〕－１～５、〔Ｂ〕および〔Ｃ〕を用いて市販の通常のオフセッ
トインキ（大日本インキ化学工業社製、Ｆグロス墨８５）およびＵＶインキ（東洋インキ
製造社製、フラッシュドライ墨ＡＰＮ）を用いて上質紙に印刷した。平版印刷版〔Ａ〕－
１～５、〔Ｂ〕および〔Ｃ〕の最終印刷枚数を調べたところ表２に示す通りであった。
【００４１】
表２からわかるように、本発明の共重合体を用いた平版印刷版〔Ａ〕－１～５、〔Ｂ〕（
実施例１～６）は、比較例の〔Ｃ〕と比べて通常のオフセットインキおよびＵＶインキの
どちらかを用いた場合においても印刷枚数が多く耐刷性が優れていることが分かる。
【００４２】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４３】
次に、上記感光性平版印刷版〔Ａ〕－１～５、〔Ｂ〕および〔Ｃ〕につき、耐溶剤性なら
びにアンダー現像における現像許容性を以下の方法により評価した。
ＵＶインキ洗浄液ダイキュア洗油Ａ（大日本インキ化学工業社製）原液に浸漬し、画像部
が侵され、溶け出すまでの時間を比較する。

実施例１～６および比較例１において使用した現像液を、さらに水で倍に希釈して、現像
処理能力を低下させた現像液にて現像したのち、版の印刷での汚れの有無を調べる。
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以上の試験結果を表３に示す。
【００４４】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４５】
表３からわかるように、本発明の共重合体を用いた平版印刷版〔Ａ〕－１～５、〔Ｂ〕は
、比較例の〔Ｃ〕と比べて耐溶剤性ならびにアンダー現像における現像許容性において優
れていることがわかる。
【００４６】
【発明の効果】
本発明の感光性組成物を用いた感光性平版印刷版は、耐溶剤性に優れ、通常のインキを用
いた場合はもちろんＵＶインキを用いた場合でも高耐刷性が望められ、良好な印刷物が多
数得られる。さらに、処理能力が低下したような現像液でも汚れのない印刷版を得ること
ができる。

10

20

30

40

(10) JP 3662061 B2 2005.6.22



フロントページの続き

(72)発明者  内藤　和彦
            埼玉県蕨市中央２丁目６番４号　岡本化学工業株式会社内

    審査官  伊藤　裕美

(56)参考文献  特開平０５－０８８３６９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－２６１３９４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１５０４５３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－２０４４４８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－０１３３２９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－０９８５００（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              G03F  7/00- 7/18

(11) JP 3662061 B2 2005.6.22


	bibliographic-data
	claims
	description
	overflow

